





























て 本 当 の 役 割 を 果 た し て い る の か、 国 民
に 真 の 利 益 を 還 元 し て い る の だ ろ う か。
また、自国の国民だけでなく途上国の脆弱
な 人 々 に 対 し て 人 道 支 援 等 の 方 法 で 支 援















































































































































































































1975 年から 1979 年までクメール・ルージュ
（共産党ポルボト政権）の圧政と虐殺が行われ
た。 1979 年ベトナム軍が侵攻しポルポト政権
は崩壊、以後 1980 年代ポト派を含む 3 派とベ
トナム・ヘンサムリン派との内戦になり、1991
年パリ和平協定を結び内戦終了後、1992 年国
連 UNTAC が統治し、1993 年民主選挙が行わ





カンボジアの実質 GDP 成長率は 2008 年の世界
金融危機で大きく落ち込むが、その後図 1 の通
り 2010 年に 6.0％から 2014 年の 7.0％までに回
復し ⁷、2014 年の名目 GDP（100 万米ドル）は
16,927 百万米ドルと毎年上昇している ⁸。また、
一人当たりの名目 GDP は、図 2 の通り 2010 年
の 782 米ドルから年々上昇し 2014 年には 1.081
米ドルになっている ⁹。また、農業分野は、主
食の米は 95 年に自給率 100％を達成、13 年度
に自給率 250％程度（農業省）、主要産業であ
る米を含めた農産物輸出は 03 年 5 万 6,450 億









業（正会員数）も 2007 年の 34 社から 2015 年に
は 196 社と 6 年間で約 6 倍近く増加している ¹¹。
図1　カンボジアの実質GDP成長率（単位：％）
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Ⅰ　論文・報告等











り、1994 年～ 2014 年の国別投資認可額累計の
経済特別区内外への投資を見た場合 1 位が中国
11,104 百万米ドル、2 位が韓国 5,547 百万米ド
ルと 2 ヵ国の投資額が飛び抜けており（日本は
713 百万ドルの 11 位で経済特別区への製造業が
中心）¹²、それも 1994 年～ 2011 年の中国の直
接投資は不動産が 58％（3,956 百万ドル）、同じ
く 1994 年～ 2011 年の韓国の直接投資も不動産


















































































カンボジア計画省の発表では、 図 3 の通




には 19.1％だったが、2011 年には 10.9％まで
減少している。一方農村地域では、2007 年に











GINI 係数は 1994 年に 0.35 だったのが 2011 年
17 Royal Government of Cambodia Ministry of Planning（2013）
pp.5-12.
18 山形辰史（2008）xii.































































出所：Royal Government of Cambodia Ministry of Planning（2013）”Annual Progress Report-Achieving the Millennium Development 






























































































































































































































































調査対象者の性別は、表 1 の通り、3 村合計
17 人で男性 5 人、女性 12 人となっている。中









表 2 の通り、AA 村と CC 村の専業農業がそれ
ぞれ 4 人と 3 人で多く、逆に BB 村の専業農家
か 1 人と少なく兼業農家が 4 人と多かった。ま
た、3 つの村の 17 人の職業を見ると、表 2 の
通り多いのが農業の専業で 8 人、次いで農業の
兼業 6 人、漁業 2 人、タイでの出稼ぎ運転手 1
人となっている。農業の専業と兼業を合わせる










1  男 5 3 0 2 
2  女 12 4 6 2 
  全体 17 7 6 4 






年齢は、表 3 の通り、AA 村は 20 代 1 人、30
代 2 人、50 代 2 人、60 代 2 人、BB 村 は 20 代
2 人、30 代 2 人、50 代 1 人、70 代 1 人、CC 村
は 20 代 1 人、40 代 1 人、70 代 2 人であり、3
村合計の 17 人の内訳は、20 代 4 人、30 代 4 人、
40 代 1 人、50 代 3 人、60 代 2 人、70 代 3 人と
なっており、10 代と 20 代の若い世代は 4 人と






表 4 の通り、AA 村は 6 人家族 3 人と多く、BB
村は同じく 6 人家族が 3 人と多く次いで 5 人家
族 2 人が続き、CC 村は 2 人家族、3 人家族、5
人家族、13 人家族が全て同じ 1 人である。3 村
合計の 17 人を合計すると、多いのが 6 人家族





年収）を見ると、表 5 の通り、AA 村（7 人）
は月収＄100 以下が 3 人いる。最低で月収＄21
（年収＄252）で専業農家の女性の 1 人暮らし
で 1 日 1 ドル以下の生活している。次が月収






BB 村（6 人）は、月収＄100 ドル以下が 2 人
いる。月収 $50（年収 $600）の兼業農家で（夫






CC 村（4 人）は、＄100 ドル以下が 2 名いる。
月収＄58（年収 $700）の兼業農家と月収＄62（年
収＄744）の専業農家で、1 日約 2 ドルで生活
しているがここでは専業農家と兼業農家の収入
は変わりない。







合計 AA村 BB村 CC村 
1  漁業（兼業） ：農場労働者、捕獲かご販売 2 2 0 0 





6 1 4 1 
4  運転手（タイへの出稼ぎ） 1 0 1 0 
  全体 17 7 6 4 
表3　3 つの村の農民の年齢（人数）
合計 AA村 BB村 CC村 
1  20代 4 1 2 1 
2  30代               4 2 2 0 
3  40代 1 0 0 1 
4  50代 3 2 1 0 
5 60代 2 2 0 0 
6 70代 3 0 1 2 
  全体 17 7 6 4 
表4　3 つの村の家族構成（人数）
表4 3つの村の家族構成（人数）  合 計   AA村 BB村 CC村 
1  1人家族 1 1 0 0
2  2人家族 1 0 0 1
3  3人家族 1 0 0 1
4  4人家族 1 0 1 0
5  5人家族 4 1 2 1
6  6人家族 6 3 3 0
7  7人家族 1 1 0 0
8  9人家族 1 1 0 0
9  13人家族 1 0 0 1





ことを聞いた。その結果、表 6 の通り、AA 村
（7 人）では、多い順に述べると家族の食費 5











が 1 名、 ＄500 が 2 人、 ＄1,000 が 1 名、 親 戚
から＄500 が 1 人、それぞれ借金をしていた。
CC 村（4 人）では、多い順に述べると家族




行から＄600 が 1 人、＄1,000 が 1 名がそれぞ
れ借金をしていた。

















5 人の中では、4 人が BB 村から、1 人が CC 村
からである。昨年も BB 村の3人にインタビュー
表5　  3 つの村の農民の生活費（月収、年収全体
17 人、訪問式インタビュー調査）
表5     3 つの村の農民の生活費（月収、年収全体17 人、訪問式インタビュー調査） 
チークラエン郡A 集合村AA 村 
 
職業     性別
年齢 
月収      年収 家族








月収$21   年収$252   1人 1日1ドル以下収入女性1人暮らし、子ども独立
3  
農業(専業)   男
58 




未回答           　　6人 米年間1,000kg収穫   
5  
漁業（兼業）   男
66 
月収$217   年収$2,604　　7人 魚捕獲カゴ販売、孫が家庭菜園の水くみ手伝い
6  
農業（専業）   女
24 
月収$125   年収$1,500　　5人   米年間1,500kg 収穫、家庭菜園  
7  
農業（兼業）   女
38 
月収$112   年収$1,350　  6人 米年間2,000kg 収穫、竹クラフト販売 
チークラエン郡B 集合村BB 村 
8  
運転手      女
28 
月収$350   年収$4,200   4人 タイへ出稼 
9  
農業（専業）   女
28 
月収$75     年収$900　　6人      米年間4,000kg 収穫、野菜販売 
10  
農業（兼業）   女
30 
月収$124   年収$1,488   5人 米年間 3,000kg 収穫、農場労働者（トラック輸送）
11  
農業（兼業）   女
73 
月収$155   年収$1,860　 5人      米年間3,000kg 収穫、国内農場へ出稼 
12  
農業（兼業）   女
31 
月収$50    年収$600　　　6人 米年間2,000kg 収穫収入に出稼含まず
13  
農業（兼業）   女
53 
未回答　　　　　　　　　　　 6人 米年間2,000kg収穫、娘2人がタイへ出稼ぎ仕送り  
チークラエン郡C 集合村CC 村  
14  
農業（兼業）   女
26 
月収$58     年収$696　　13人      米年間3,000kg収穫画家孫プノンペン販売員　出稼
15  
農業（専業）   男
40 
未回答　　　　　　　　　　　5人                 米年間 10,000kg 収穫、他の農家からも米を買い販売 
16  
農業（専業）   女 
77 
月収$62    年収$744　　　2人     米年間500kg 収穫1 日＄2 程度高齢夫婦2 人暮らし 
17  
農業（専業）   男
70 
未回答　　　　　　　　　　　3人                 米年間2,000kg収穫（1,000kg販売1,000kg自家消費）  










病気の治療費、 民間銀行から借金＄300、毎月＄20返済     
2  










家族の食費          借金なし  
5  漁業（兼業） × 病気の治療費 借金なし 
6  農業（専業） × 家族の食費、病気の治療費 民間銀行から借金＄1,000 
7  農業（兼業） ○ 家族の食費、病気の治療費、冠婚葬祭 未回答 
チークラエン郡B集合村BB村 




9  農業（専業） ○ 家族の食費 借金なし 














































3 つの村の中で出稼ぎ有りと回答した 5 人の
村民に出稼ぎの理由を聞いた。その結果、表 8






































3 つの村の 17 人の職業を見ると、農業は専
業と兼業を合わせると 14 人と約 8 割以上にな
る。農業の専業で 8 人、農業の兼業 6 人で、









内訳）  1  (8)× ドライバ  ー タイへ出稼ぎ BB 村 
2  (11) パート農場労働者 国内農場へ出稼ぎ 1  BB村 
3  (12) 工場労働者 シュムリアップへ出稼ぎ  BB村 
4  (13) ×娘2人が出稼ぎ タイへ出稼ぎ BB村 
5  (14) 18歳の孫が販売員 プノンペン出稼  CC村 
    無 12   
全体 17   
表8　出稼ぎの理由（有の5 人から）






























表9 3つの子どもの学校・退学の有無（人）  有  無 合計 
1  子どもが学校へ通学している 11 6 17 
 AA村 4 3 7 
 BB村 5 1 6 
 CC村 2 2 4 
2  子どもが学校を退学している 2 15 17 
     AA村 1 6 7 
     BB村 0 6 6 
     CC村 1 3 4 
表10 　子どもの学校退学理由（退学者の2人から）
表10 子どもの学校退学理由（退学者の 2人から） 具体的な理由 
1  (3) 16歳息子グレード6で退学 
学校のクラスに馴染めず、父の仕事の手伝い
をする  











































の 5 人の中では、BB 村が 4 人と多く、昨年も
同村の 3 人にインタビューしたが 2 人が出稼ぎ
だった。JVC スタッフの話では、BB 村の 99 世
帯中 13 世帯が家族ごとタイへ出稼ぎに行き、
他の世帯は 1 家族に１人が出稼ぎに出ていると
いっている（2014 年 3 月 6 日のインタビュー
より）。





























































JVC 山崎によると、農民の現金所得は 2007 年
度と比較し平均 2.7％増加したが、しかし化学



































































CLEAN、”Community Livelihood Improvement 
through Ecological Agriculture and Natural Resource 
Management”」プロジェクトを開始した。以後




2007 年 4 月～ 2010 年 3 月、第 2 フェーズ 2010
年 4 月～ 2013 年 3 月であり、延長フェーズは
2013 年 4 月から 2015 年 3 月までであった。こ
の延長フェーズでは、3 割の農家が JVC から学
んだ農業技術を実践し生計が改善するという目
標を立て対象村 6 村で活動した。













































筆者は、1988 年に初めて JVC のカンボジア
プロジェクトを訪れ、2003 年以後はほぼ毎年
訪問している。2007 年以降 CLEAN プロジェク
トになってからは、2011 年 3 月日本での東日
本大震災の時を除いて 8 回訪問した。今回筆者
は、2014 年 3 月 6 日に続き、2015 年 3 月 16 日






















ては、表 1、表 2、表 3、表 4、表 5、表 6 を参照、
JVCからの支援の有無は、表6の○と×を参照。
①　JVCからの支援の有無
3 つの村の村民に JVC からの支援の有無を聞
いた。その結果、表 11（および表 6）の通り、
17 人の回答者の内、13 人が JVC の支援を受
け、4 人が JVC の支援を受けていないという回
答であった。その支援を受けた村民の 13 人の
中では、AA 村 5 人、BB 村 4 人、CC 村 4 人が
支援を受けた。逆に支援を受けなかったのは、
AA 村 2 人、BB 村 2 人、CC 村 0 人であった。
支援を受けなかった CC 村 2 人は月収＄100 以
上の収入があり、現在直接支援は受けていない
が、将来支援を受けるかもしれない。支援を受








3 つの村の中で JVC の支援有りと回答した
13 人の村民に JVC からの支援内容を複数回答
で聞いた。その結果、表 12 の通り AA 村では
米 SRI 研修 4 人、家庭菜園 4 人、種子分配 4 人、
ため池 3 人、BB 村では米 SRI 研修 4 人、種も
み 4 人、家庭菜園 2 人、ため池 2 人、CC 村で
は米 SRI 研修 4 人、家庭菜園 4 人、種もみ 4 人、
ため池 3 人の順のそれぞれ多かった。3 つの村
を合計すると、米 SRI 研修 12 人、家庭菜園 10
人、種もみ 9 人、ため池 8 人の順に多く、逆に
表11　JVC からの支援
表11 JVCからの支援   人数   
1  有 13人 
2   人4 無





3 つの村の中で JVC の支援有りと回答した
13 人の村民に JVC による支援の満足度を聞い
た。その結果、表 13 の通り、AA 村では大変
満足 3 人、大体満足 0 人、満足 2 人、BB 村で
は大変満足 1 人、大体満足 1 人、満足 2 人、
CC 村では大変満足 3 人、大体満足１人、満足
0 人で、3 つの村を合計すると、大変満足 7 人、
大体満足 2 人、満足 4 人、少し満足と不満足は




3 つの村の中で JVC の支援有りと回答した
13 人の村民に JVC からの支援で役に立った点
を複数回答で聞いた。その結果、表 14 の通り、
AA 村では野菜の販売 3 人が多く、BB 村では
米 SRI 研修 3 人と多く、CC 村では米 SRI 研修
4 人、家庭菜園 4 人と多かった。3 つ村を合計
すると、米 SRI 研修 8 人、家庭菜園 7 人、ため
池 5 人、米、野菜、果物の販売 3 人の順であっ
た。総合すると、JVC の支援では米 SRI 研修、
家庭菜園、ため池支援が役立っていることがわ




























3 つの村の村人に JVC からの支援の有無は、
17 人の回答者の内、13 人が JVC の支援を受け






人数（合計）    AA 村         BB 村         CC 村 
有 （複数回答） 13 人（支援有） 






12 4 4 4
10 4 2 4
9 1 4 4
8 3 2 3
5 4 1 0
1 1 0 0
表13　JVC 支援の満足度（有の13 人）人数
7 3 1 3
2 0 1 1
4 2 2 0
0 0 0 0





合計 AA村 BB村 CC村 





表14  JVC 支援で役に立った点（有の13 人の複
数回答） 人数
8 1 3 4
7 2 1 4
5 2 1 2
3 3 0 0
表14 
JVC支援で役に立った点       
（有の 13人の複数回答） 人数   
合計 ＡＡ村 ＢＢ村 ＣＣ村
内訳）  1  米SRI研修（指導方法、種もみ）
2  家庭菜園（指導方法、野菜の育て方） 
3  ため池  
4  米、野菜、果物の販売 
表15　JVC への要望（全員の複数回答）人数
11 5 5 1
4 0 3 1
1 1 0 0
1 0 0 1
1 0 0 1
1 0 0 1
表15 
JVCへの要望（全員の複数
回答）人数         
合計 AA村 BB村 CC村








が多く、家庭菜園 10 人と続き、種もみ 9 人。
ため池 8 人の順に多く、逆に植林が 1 人と少な
かった。
②　JVCからの支援の効果（村人の反応）
3 つの村の村人に JVC による支援の満足度を
合計すると、大変満足 7 人、大体満足 2 人、満





















である。また、JVC は米 SRI 研修や家庭菜園
への支援を引き続き行い、食料を確保し現金収
入を増やすために米、野菜、果物の販売を強化
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